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第５次裾野市総合計画策定方針 

（企画部企画政策課） 

 

１ 策定の目的 

本格的な人口減少・少子高齢化の進行、住民ニーズの多様化、産業構造の変化・グ

ローバル化、テクノロジーの急激な進展、資源・エネルギー問題の深刻化、国・地方

を通じた厳しい財政状況など、当市を取り巻く社会経済状況は大きく変化している。 

これら社会経済環境の変化に対応するとともに、市民の暮らし満足の実現に向けて、

今後10年間のまちづくりの基本的な方向を示す総合的な指針を策定するものである。 

 

２ 計画の構成・期間 

 総合計画の構成は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層構成とし、計画の

対象期間は 2021 年度から 2030 年度までの 10 年間とする。 

構 成 内 容 決定機関 

基本構想 
市が目標とする将来像とこれを達成するための施策

の大綱で構成する。 
議会が議決 

基本計画 

基本構想に基づき、施策を体系化し、各施策の目的や

実現のための手段を明示する。 

なお、社会経済の環境の変化等に対処できるよう、計

画期間を前期、後期に分割し、各期５年とする。 

議会が議決 

実施計画 

基本計画で示す各施策を、より具体的な事業に落と

し込んで提示する。 

なお、計画期間は１年とし、毎年、見直し、更新する。 

市長が決定 

 

＜期間＞ 

 年度  
2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 

 計画  

基本構想 

（10 年） 

          

基本計画 

（各期５年） 

          

実施計画 

（毎年） 

          

 

 

 

前期基本計画 後期基本計画 

資料２ 
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３ 策定のポイント 

（１）新たな基本構想の策定（2030 年の市の将来像の設定） 

 第５次総合計画は 2011 年度に策定した基本構想を 10 年ぶりに見直し、更新する

ものである。基本構想の策定にあたっては、これまでの市の将来像を踏まえ、2030

年に目指すべきビジョンを分かりやすく明示する。 

（２）総合戦略等の総合計画への統合 

 2019 年度末に計画期間が満了する「裾野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

計画期間を 2020 年度末まで１年延長し、2021 年度から第５次総合計画に統合する。

また、第５次総合計画には「裾野市少子化対策強化基本計画」を包含するものとす

る。 

（３）策定プロセスでの EBPM の推進 

 第５次総合計画の策定プロセスにおいて、統計等を活用した信頼性や客観性の高い

証拠を根拠とした政策立案を行う「EBPM」を取り入れるほか、ロジックモデルによっ

て個々の施策から政策の成果が発現するまでの論理的過程を明らかにすることによ

り、妥当性のある成果指標や数値目標の設定に繋げるものとする。 

＜ロジックモデルの例＞ 

 

出所：平成 30 年度統計専門課程「政策評価と統計」小野達也講師資料 

  

直接的 中間的

インプット プロセス アウトプット アウトカム アウトカム

定員 待機児童数

社会増減

保育所施設

整備費

最終的アウトカム

少子化の抑
制

人口の転出
抑制・転入促

進

負担に感じる
割合

合計結婚
出生率

合計特殊
出生率

暮らしやすい

と感じる割合

保育所を増

設する

定員が増え

る

希望すれば

利用できる

子育ての負

担軽減

夫婦の出生
力の回復

若い世代の
暮らしやすさ
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４ 策定体制 

 下図の体制のとおり、それぞれの役割に応じて、連携を図りながら計画を策定する。 

 

      ＜庁内体制＞                                    ＜市民等参画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

＜役割＞ 

 

 

 

 

 

 

 

答申 

議決 

提案  

 

 

 

 

策定委員会 

（庁議メンバー） 

作業部会 
（課長クラス） 

（係長クラス） 

市議会 

審議会 

（学識・公共団体等） 

諮問 

事務局 

（企画政策課） 

市議会・・・・・・・・・・・・・基本構想・基本計画を議決 

市長・・・・・・・・・・・・・・・審議会の意見を聴き、基本構想案・基本計画案を決定。実施計画を決定 

審議会・・・・・・・・・・・・・市長の諮問に応じて総合計画案・国土利用計画案を審議、答申 

策定委員会・・・・・・・・・総合計画策定に関する重要事項の協議、関係部等の総合調整 

作業部会・・・・・・・・・・・総合計画策定に必要な調査、資料の作成、関係各課の連絡調整 

策定協議会・・・・・・・・・総合計画素案の協議 

 

策定協議会 

（市民、各種団体、

民間事業者等） 

・市民意識調査 

・みらい会議 

・分野別ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

・中学高校意見聴取 

・パブリックコメント 

広聴・対話 

素案協議 

案作成 指示 

市長 



4 
 

５ スケジュール 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

社会経済動向の調査・分析

現計画等の総括

人口ビジョン及び将来人口フレームの検証

市民意識調査の実施

基本構想素案の策定

基本計画素案の策定

基本構想案・基本計画案のとりまとめ

計画原案の調製

概要版の作成

製本・印刷

策定委員会（庁内）
①

5/14

②

8/26

③

11/13

④

1/31

⑤

2/25
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

策定協議会
①

6/18

②

8/29

③

11/20

④

2/4

審議会
①

7/30

②

10/25

③

1/10
④ ⑤

⑥

答申
⑦

⑧

答申

パブリックコメント

みらい会議
①

9/8
② ① ②

議会 報告 報告 報告 議決

計画策定の考え方と基本方針の設定

基礎資料の収集・分析

将来フレームの推計

庁内各課の意向把握及び関係機関との調整

計画素案・原案の作成

製本・印刷

議会 報告

第

４

次

国

土

利

用

計

画

2020年度

第

５

次

総

合

計

画

作　業　項　目 

2019年度

構
想
骨
子
を
反
映

現
状
等
の
共
有

構
想
案
・
計
画
案
を
反
映

計
画
案
を
反
映

原
案
確
認

計画案の作成

成果指標戦略会議

総合計画

各課ヒア

国土利用計画

計
画
案
を
反
映

6月実施 ４月実施


